
Ⅰ．はじめに

　沖縄の亜熱帯性広葉樹林は，イタジイを主体とする広葉樹林で
占められている。これらの森林は，戦中・戦後の過伐とその後の
手入れ不足によって，林相が極度に悪化し，戦後６０年以上を経過
した標準伐期令（３０年）を超えた林分が大半である。また，これ
らの林分は，形質不良木や利用価値の低い樹種が多く，小径木の
多い過密な林分となっており，経済的価値を期待できる林分はほ
とんどみられない（1）。
　沖縄県では，昭和４７年以来，「天然林改良事業」（育成天然林施
業）等の森林整備を積極的に実施してきたが，林分育成の目標や，
施業後でも林分が過密であること等，改善を要する部分が指摘さ
れている（2）。さらに，当該地域の森林は，建築用材は家具・
木工用材・土木用材，薪炭用や食用菌原木，チップ等の林産物を
供給するだけでなく，ヤンバルクイナやノグチゲラ等の希少動植
物の生息地としても注目されており，世界自然遺産候補地になっ
ていることから生態系の保全が求められている（3）。
　このため，沖縄本島北部地域の森林施業については，将来にわ
たって森林の生態系を保全していく区域と，資源の循環利用を図
る区域のゾーニングが重要で，資源を利用する区域のあっても生
態系を配慮した施業が求められている（4）。
　そこで，本研究では，過去実施された皆伐，択伐等の森林施業
について，林分構造への効果或いは影響を明らかにすることおよ
び森林資源の経済性を高める技術について検討することを目的と
している。
　なお，本研究は内閣府の沖縄振興特別調整費を活用した「亜熱
帯島嶼域における森林の環境保全と資源利用に関する研究推進事
業」の一環として実施しているものである。

Ⅱ．試験地

　試験地は，沖縄県名護市許田の東方約２kmに位置する森林資
源研究センター南明治山試験林１４０ha内の，標高約１００m，小沢

をはんだ傾斜１０〜３０度の南東・北東向き斜面に設定した。試験地
の土壌は，弱乾性の黄色土が広く分布し，斜面の上部には表層グ
ライ系赤黄色土も一部分布している。
　試験地の設定は，昭和４９年に，約２８年生の林分に行った。試験
地の林分は，昭和２１年頃に皆伐され萌芽により更新したイタジイ
を主体とした林分であった。
　図－１に，試験地の位置及び配置図を，表－１に，試験区の試
験内容と面積を示す。択伐放置区（試験区Ⅰ）は，試験地設定時
点（昭和４９年）に，胸高直径が６cm以上のパルプ用原木として
利用可能な立木を全て伐採収穫した後放置する区で，前生林分の
残存木と試験区設定以降に成立した萌芽，実生樹によって構成さ
れていた。皆伐放置区（試験区Ⅱ）は，皆伐収穫後，一切の保育
作業を実施することなく放置したままで成林を期待する区で，対
照区として設置した。皆伐３年目除伐区（試験区Ⅲ）は，皆伐収
穫後，天然萌芽及び実生による成林を期待し，３年目に不良樹種
の除去を含め，萌芽の整理など，下刈り，除伐を実施した。皆伐
５年目除伐区（試験区Ⅳ）は，試験区Ⅲと同様に成林を期待し皆
伐収穫５年目に除伐を実施した。択伐整理区（試験区Ⅴ）は，試
験区Ⅰと同様の収穫を行った後，形質の良好な目的樹種を保残し，
他の不良木を伐倒除去し，以降放置した。

Ⅲ．方　法

　調査は，試験区内に前生林分状況に基づき標準的と思われる部
分に標準地（Plot：１０×１０mで設置）を設置し，標準地内１．２m以
上の立木を試験地設定３年目，１０年目（5），２１年目（6），３０年目
（7）と３５年目の平成２１年４月に調査した。調査項目は，樹種，
胸高直径，樹高であった。
　また，施業目的樹種（イタジイ，イジュ，タブノキ，エゴノキ，
オキナワウラジロガシ等）については樹種構成の経年変化につい
て検討をおこなった。
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Ⅳ．結果と考察

　表－２に試験区の前生林分の概要を示す。各試験区の前生林分
は，ha当たり本数が６，４００〜８，４００本，林分材積１３１〜１６１m３，平
均直径は６．２〜７．０cm，平均樹高６．５〜７．２mであった。この値は，
沖縄に生育する広葉樹を対象とした収穫予想表（8）の２５年生の
値（立木本数９，６５０本，材積１４７．０m３，平均直径６．５cm，平均樹高
６．１cm）と類似した値であった。また，出現樹種は，イタジイを
主体とし，コバンモチ，イジュ，タブノキ，ヒメユズリハなど３８
〜４５種（試験区０．２５〜０．２６ha当たり）で構成されていた（5）。
　図－２に立木本数の推移を，表－３に林分動態総括表を示す。
立木本数（TH：１．２m以上）は，施業後３年目では約５２，０００本〜
６２，０００千本と，全区で類似した値となった。１０年目では，皆伐放
置区：約４８，０００本＞択伐整理区：約４５，０００＞皆伐後３年目除伐区
及び択伐放置区：約３３，０００本＞皆伐後５年目除伐区：約２８，０００本
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表－１．試験区の内容及び面積
面積（ha）内　容試験区
０．２６１０択伐後放置する区Ⅰ試験地
０．２５３３皆伐後放置する区Ⅱ
０．２５８６皆伐後３年目に除伐する区Ⅲ
０．２６２４皆伐後５年目に除伐する区Ⅳ
０．２５７７択伐後不良木を除伐する区Ⅴ
０．０６２０除地（河川）
１．３５５０合　　計

表－２．試験区の前生林分の概況　

出現樹種数平均樹高平均直径材積
（ｍ３/ha）

立木本数
（本/ha）試験区

４０７．２７．０１６１．４７，２２２Ⅰ
４５６．８６．３１３７．０８，１２１Ⅱ
４２６．５６．２１３１．０８，４１５Ⅲ
４３７．２６．８１３９．７６，３９５Ⅳ
３８７．０６．７１３４．６６，６７１Ⅴ

図－１．試験地の位置及び配置図

表－３．林分動態総括表
目的樹種
本数混交率
（％）

出現樹種数
（種）

材積
（㎡/ha）

樹高胸高直径立木本数
（本/ha）調査年試験区 最大値

　（m）
平均値
　（m）

最大値
　（㎝）

平均値
　（㎝）

６４．０４０＊）１６１．４１３．０７．２３６．０７．０７，２２２前生林分択伐
５５．７１４１７７．５９．４６．４１８．５６．５１０，６００２１年放置区
４６．３１３２１１．１１０．０７．１１８．５７．７８，０００３０年Ⅰ
４５．０１４２６３．０１２．０７．１２１．０７．８８，６００３５年
６３．４４５＊）１３７．０１３．０６．８２０．０６．３８，１２１前生林分皆伐
５４．７１１１１６．２７．１５．４１０．５４．８１５，９００２１年放置区
４２．２１３１２９．９８．３５．７１３．４５．５１２，８００３０年Ⅱ
３９．０１６１４３．９７．５５．１１４．６５．８１２，８００３５年
６６．０４２＊）１３１．０１３．０６．５２４．０６．２８，４１５前生林分皆伐
６０．８１０８９．２７．２４．７９．０４．９１３，０００２１年３年除伐区
６０．５１１１００．３７．４４．９１０．４５．２１２，９００３０年Ⅲ
５８．０１２１１５．１７．５４．８１１．９５．５１２，８００３５年
５１．８４３＊）１３９．７１３．０７．２３６．０６．８６，３９５前生林分皆伐
５４．６１２９６．１６．８５．３１１．０５．６９，７００２１年５年除伐区
５２．９１１１００．８７．４５．４１２．８６．０８，５００３０年Ⅳ
５２．０１１１００．１７．５４．９１３．４６．１８，０００３５年
５２．５３８＊）１３４．６１３．０７．０３２．０６．７６，６７１前生林分択伐
６４．７８１８９．４９．０６．７１４．３６．３１１，６００２１年整理区
４９．０１１２０２．５１０．０６．７１６．１７．０９，８００３０年Ⅴ
４１．０１５２２７．７１０．０６．７１８．１７．２９，９００３５年

DBH≧３cm　樹高≧１．２cm

試験区

本数（本）

図－２．試験区の立木本数の推移（全立木）



となった。２１年目では，皆伐放置区では１０年目より本数が増加し
約３９，０００本＞択伐整理区：約３６，０００本＞皆伐放置区及び皆伐３年
目除伐区：約３６，０００本＞択伐放置区：約２１，０００本となった。３０年
目では，それぞれの区で若干本数を減らす程度であった。３５年目
では，皆伐後５年目除伐区：３７，０００本〜約２２，０００本，皆伐放置
区：３７，０００本〜２４，０００本，択伐整理区：約３６，０００本〜８，３００本，
皆伐後３年目除伐区：約３１，０００本〜約１７，０００本となっており，択
伐整理区ではこの間に急激に本数が減少した。択伐整理区では，

この間に急激に森林の閉鎖が進んだものと考える。
　胸高直径では，皆伐放置区では施業後２１〜３５年で，４．８〜
５．８cm，３年目除伐区：４．９〜５．５cm，皆伐５年目除伐区：５．６〜
６．１cm，択伐放置区：６．５〜７．８cm，択伐整理区：６．３〜７．２cmと，
皆伐区では前生林分より３５年経過しても劣ったが，択伐区では３０
年目以降大きくなった。
　材積では，施業後２１〜３５年で，皆伐放置区：１１６〜１４３．９m３，
皆伐後３年目除伐区：８９．２〜１１５．１m３，皆伐後５年目除伐区：
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表－４．試験区の萌芽の発生状況（３５年目）
出現比率
（%）

萌芽株数
（本/ha）

根株数
（本/ha）樹種名試験区

５６．０１，４００２，５００イタジイ択伐
２０．０１００５００イジュ放置区Ⅰ
０．００４００タブノキ
７３．５２，５００３，４００イタジイ皆伐
０．００７００イジュ放置区Ⅱ
５０．０２００４００タブノキ
６５．９２，９００４，４００イタジイ皆伐
４６．２６００１，３００イジュ３年除伐区Ⅲ
２５．０１００４００タブノキ
２６．１６００２，３００イタジイ皆伐
５０．０１００２００イジュ５年除伐区Ⅳ
３３．３１００３００タブノキ
３９．４１，３００３，３００イタジイ択伐
１００．０１００１００イジュ整理区Ⅴ
２０．０１００５００タブノキ

図－５．択伐後整理区（Ⅴ）の直径階別本数

図－７．択伐後放置区（Ⅰ）の直径階別本数

図－８．皆伐後５年目除伐区（Ⅳ）の直径階別本数
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図－４．皆伐後放置区（Ⅱ）の直径階別本数

図－６．皆伐後３年目除伐区（Ⅲ）の直径階別本数



９６．１〜１００．１m３，択伐放置区：１７７．５〜２６３m３，択伐整理区：
１８９．４〜２２７．７m３と，両択伐区では２１年でほぼ前生林分の資源量
を超えた値を示した。
　出現種数は，前生林分調査面積と今回の調査面積の大きさが異
なっていることから単純に比較はできないが，皆伐放置区と択伐
整理区で増加傾向がみられた。
　図－３〜７に，各試験区の直径階別本数を示す。各試験区の直
径階別本数の経年の推移は，皆伐放置区において，０－３cm及
び４cm階まで１０年目〜３５年目で，徐々に本数を減らし径級の小
さな立木が混み合っていることが伺える。皆伐後３年目除伐区及
び５年目除伐区では，０－３cm階の２１年目 〜３０年目まで本数が
増加した。また，徐々に径級が大きい方へ移動している状況が伺
える。択伐放置区では０－３cm階で，１０年目以降急激に本数を
減少させ，稚樹の発生を抑制している傾向が見られた。択伐整理
区では３５年目でもかなりの稚樹が更新した。
　表－４に，萌芽の発生状況を示す。本県の育成目的となる主要
な目的樹種の萌芽の発生状況は，皆伐３年目除伐区イタジイ：ha
当たり４，４００本＞皆伐放置区のイタジイ：３，４００本＞択伐整理区の
イタジイ：３，３００本＞択伐放置区のイタジイ：２，５００本＞皆伐５年
目除伐区のイタジイ：２，５００本となっていた。イタジイ以外につ
いては構成量も少なく検討できないが，萌芽株の出現は，皆伐放
置区：７３．５％＞皆伐後３年目除伐区：６５．９％＞択伐放置区：
５６．０％＞択伐整理区：３９．４％＞皆伐後５年目除伐区：２６．１％とな
り，択伐整理区及び皆伐後５年目除伐区を除くと大半の立木が萌
芽株で構成していた。この結果からは，択伐後の不良木の整理及
び皆伐後５年目除伐が萌芽の発生を低減する傾向があることを示
している。

Ⅴ．おわりに

　本研究では，沖縄北部の広葉樹林に対し，皆伐，択伐の実施後
の除伐等の林分構造の変化について３５年目までの変化を検討した。
　その結果，皆伐では３５年目経過してもまだ前生林分（２８年生）
まで資源量が回復していない結果となった。
　択伐では２０年目で資源量は回復し，３５年目では資源量は大幅に
増加する結果となった。
　さらに，皆伐後５年目除伐及び択伐後整理伐を実施することに
より萌芽の発生を抑制することができることが示唆された。
　今後は，施業コストの検討や省力的な収穫方法の検討が必要と
考える。
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